
                                       

                                                 

 

 先月、2023年の日本の合計特殊出生率及び出生数が、過去最低を更新したとのニ

ュースが報道されました。一方でこどもへの虐待は年々増え続けています。児童虐待

には、こどもの身体に外傷が生じるような明らかなものもありますが、家庭内など閉

鎖的な環境では、周囲が気づきにくいこともあります。気づきにくい特殊なものとし

て代理ミュンヒハウゼン症候群があります。養育者が子どもに病気や障害があるよう

に見せかけ、献身的に看病することで周囲の注目を集めようとするものです。こども

を深く心配する様子を見せて献身的に振る舞うため、周囲もまさか養育者がこどもの

症状を偽ったり病気を故意に作り出したりしているとは気付かずに、不要な検査や治

療が繰り返されたりします。                                 

虐待の背景には複雑な要因があります。虐待する親自身がさまざまな問題を抱えて

いる場合も多く、親に寄り添うことも必要になります。それでもこどもの安全を守る

ことは一番大切です。                                         

スヌーピーでお馴染みのチャールズ・M・シュルツのコ

ミック『ピーナッツ』に、こんなシーンがあります。友達

から「安心って何だと思う？」と尋ねられたチャーリーブ

ラウンが「安心は、車の後ろの座席で眠ること」と答えま

す。家族で車で遠出をして夜道を帰る時、こどものきみは車の

後部座席でなにも心配しないで眠れる。それは前の座席にいる両親が、心配ごとは全

部引き受けてくれるからと言います。けれどずっとそこで眠ることはできない。大人

になったら、今度は自分が安心させる側になるんだよと。 

親の愛情は、こどもの心の栄養になり、心の安定に繋がります。何の心配もなく後

部座席で眠れる、安心に満たされたこども時代を与えられるのは大人です。それに対

して虐待は、こどもの安全が脅かされている状態です。こどもの心の中は心配や不安

恐怖でいっぱいです。一番身近で信頼できるはずの親からの虐待が、どれだけこども

の心に深い傷を残すか・・・「こどもは乾く前のセメントのようなもの。落ちたもの

はみんな跡を残す」アメリカの児童心理学者ハイム・G・ギノットの言葉です。こど

もの心は、柔らかく傷つきやすいものであり、こども時代に付いた跡は

そのまま固まり残る。大人が思っている以上に、こどもに対して発せら

れた言葉や振舞いは、後々までこどもに影響を与え続けるのです。大人

になった私たちは、こどもを安心させる側として、こどもを愛し、尊重

し、こどもに安心を与えたいものです。                   
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①８月６日、７日、８日の３日間  10：00～11：30まで                    

  「幼児・親子向けの水遊び」                                       

    きこりん 2階の芝生で、水遊びを楽しみます！                

    持ち物は、水着・タオル・着替え・飲み物など                 

                                           

②8月 15日、16日の２日間   14：00～16：00まで                 

     「スライムづくり」                                             

    小学生以上が対象です。                           

＊①・②とも、事前の申し込みは必要ありません。                             

＊20分程で作れます   
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